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会　派　名 みらい きずな 政和クラブ 日本共産
党議員団

公明党
議員団
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令和４年
第１回臨時会
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第
１
回

臨
時
会

令和３年度一般会計補正予算
（第 10 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

第
１
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

消防団条例の一部改正について
※ P3 に関連記事有り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

国民健康保険税条例の一部改正に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

シルバー人材センターに対する支
援を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

主な採決結果 　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。
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み
ら
い

久
野　
勇

町
の
発
展
を
見
据
え
た
予
算

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
充
実
を
含
め
、
住
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
適
切
な
事
業
選
択
と

予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
と
し
て
は
、総
合
体
育
館
、町
民

会
館
の
耐
震
対
策
、
通
学
路
の
安
全
対

策
工
事
な
ど
の
継
続
。
環
境
に
配
慮
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
電
動
バ
ス
に

更
新
す
る
と
と
も
に
「
住
宅
用
地
球
温

暖
化
対
策
設
備
設
置
費
補
助
金
」「
次

世
代
自
動
車
購
入
費
補
助
金
制
度
」
が

創
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
制
度
」「
妊
産
婦
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
が
新
た
に
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
健
や
か
な
出
産
と
育
児

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
、
地
方

債
の
適
切
な
活
用
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
ら
れ
て

い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
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日
本
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産
党
議
員
団

梶
田　
進

少
子
高
齢
化
予
算
の
充
実
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を

強
調
す
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
個
人
の
意
思
に
基
づ
く
べ
き

で
あ
る
。

　
少
子
化
問
題
で
、
出
産
ま
で
は
き
め

細
か
な
施
策
が
充
実
さ
れ
て
き
た
が
、

出
産
と
同
時
に
子
育
て
に
問
題
が
生

じ
、
働
く
女
性
と
家
庭
に
多
く
の
負
担

が
か
か
る
の
が
育
児
と
教
育
で
あ
る
。

こ
の
点
を
い
っ
そ
う
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
老
人
福
祉
対
策

が
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
大
き
く
後
退
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
多
く
の
高
齢
者
は
交
流

セ
ン
タ
ー
と
同
等
の
利
用
料
、
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
が
、

施
設
は
よ
く
な
っ
た
も
の
の
、
利
用
料

な
ど
で
本
当
に
待
ち
望
ん
で
い
た
高
齢

者
が
進
ん
で
利
用
で
き
る
か
疑
問
が
残

る
。
一
層
の
改
善
を
求
め
る
。
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